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フランス　MLPC　International社
EUを代表するゴム加硫促進剤、ファインケミカ
ルメーカーで、フランス大手化学会社
ARKEMA社の100％子会社

1939年創業のフランスの上場会社でスタート、
1966年より加硫促進剤生産開始、1989年よ
りARKEMA子会社

フランスに２工場あり、硫黄系原料を有利に調
達し、コストメリットあり

粉体品、ペレット品とマスターバッチ品（商品
名：MIXLAND+）で特長あり
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フランス2工場　フランス　南部ボルドー地方

2工場で240名　　排水処理は万全の対策

ゴムマスターバッチ専用　新建屋
（2000年）
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Ｒｉｏｎ　des Landes工場　

グアニジン、ジチオジモロフォリン系
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Lesgor工場

チオウリア、チウラム、ジチオカーバメイト系
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MLPC促進剤の特長

チウラム系TMTM（ｘｘｘTS)、DPTT(ｘｘｘTRA）、モルフォ
リン系DTDM（ｘｘｘR）にコスト競争力あり（原料を自社で
持っている唯一のメーカー）
CR用加硫剤22（ETU）を実際に生産している

ニトロソジフェニルアミンを実際に生産している（世界で2社の
み）

ｱｸﾘﾙ系ｴﾗｽﾄﾏｰをバインダーに使用した加硫剤マスターバッ
チ；Mixland+を生産している（他のメーカーの多くは
EPDM+EVA系バインダー）

Vultac　加硫剤（硫黄分20-32％）、高熱での加硫戻りがし
にくいモノサルファイド架橋の加硫剤。高温下での天然ゴム
配合で、耐熱、老化に効果あり。タイヤ、防振ゴムで広く使わ
れている
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促進剤　グレード紹介

このリスト以外にも特注製造グレードあり

1.イソチオシアネート　２．チオセミカルバジド　　３．チオウレア(22、EUR,BUR)　４．
ジチオカルバメイト　４.グアジジン (DOTG（DT), DPG(促D）)　５．その他 (ニトロソ
ジフェニルアミン、TMTM,DPTT)
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マスターバッチゴム薬品Mixland+の特長

EPDMバインダーに比べて、極性があるアクリル系エラスト
マーをバインダーに使用しているため、極性系ゴムマスター
バッチに短時間で混ざる、かつEPDM系でも同等に混ざる

低温で硬く、80℃以上でかなり柔らかくなるアクリル系バイ

ンダーなのですぐにゴムに混ざる。
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アクリル系バインダーの特長

アクリル系バインダーは80℃以上で柔らかく
なる。　左EPDM系、　右アクリル系
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アクリル系バインダーの特長２

EPDM系バインダーにくらべて常温でくっつき
にくく、バラけやすい。
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Ｍｉｘｌａｎｄ＋のグレード表　ペレット状（左表）　、板状　（右表）

酸化亜鉛、硫黄のマスターバッチ
もあり
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　　促進剤２２　（国際記号ETU)

1 )    促進剤22は有害性がありEU規制では R22/H371(飲むと毒 ) 
and R 62 / H361  (胎児に有害性懸念),　 R52/53（海洋汚染物質
）となり、GHS規制対象物。日本の規制でPRTR法：第一種指定

化学物質、化審法：第２種監視化学物質、労働安全衛生法：　名
称等を通知すべき危険物及び有害物

２)一方　促進剤２２（　ETU)はクロロプレンゴム（
特に硫黄グレード)の優れた促進剤でゴム物性が

よく、低コンプレッションセットを得られ、広く使わ
れている。

促進剤２２（国際記号ETU）の代替品
=>促進剤２２をどうように代替促進剤で置き換えていくか？現在EUでは促進剤
２２がEU規制上　有害物質に指定されており、さらに近々EU規制「使用不適当

リスト」に入れられる予定が組まれている
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促進剤２２（国際記号ETU）の代替品

よく使用されているCR（硫黄変性タイプ）での基本配合

CR　Neoprene WRT 100

カーボンブラックFEF　N550 50

クレー 20

DINP 20

パラフィン 1

老化防止剤 1

ステアリン酸 0.5

酸化マグネシウム 4

酸化亜鉛 5

促進剤22　（ETU ） 0.75
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促進剤22（国際記号２２）がクロロプレンゴムを加硫する

メカニズム

促進剤２２（国際記号ETU）の代替品
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促進剤２２（国際記号ETU）の代替品

ニトロソアミンを含まない、新しい硫黄分提供体
: 

ジメルカプトチアジアゾール化合物

CAN番号 72 676-55-2
＜＜商品名：Mixland + SD 75 GA F250＞＞
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促進剤２２（国際記号ETU）の代替品
諸試験の結果のまとめ諸試験の結果のまとめ

用途により、新加硫剤SD75GAF250とDPG,SMと共用した配合で
よりすぐれた物性、耐油性が得られる

比較配合

試験配合7 :
ゴム物性と老化物

性で最もよかっ
た配合

試験配合：
コンプレッションセッ

トと耐油物性も
よかった配合

CR　＋その他配合剤 194.5

ZnO 5

パラフィン 1

酸化防止剤 1
Mixland + ETU 

80GAF140
促進剤22マスターバッチ

0.75

新促進剤
Mixland + SD75 
GA F250

1 1.33

Mixland +DPG 
80GAF140 0.3 0.25

Mixland + SM300 
80 GA F140 0.2
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新促進剤 Mixland + SD75 GA F250 は、促進剤22と同等の加硫物を得られ、
以下の特長がある

- 有害性が無く、環境に悪影響ない
EUでのREACH規制で問題なし
ニトロソアミン生成がない

- よりよい物性 :
　さらに有効な架橋ネットワーク

コンプレッションセットと耐油性が向上
老化物性が向上し、結晶化が減る

- 加工性が向上し、生産性があがる
PVI または MBTSを添加で,スコートタイムが延び、加硫時間が短縮

- 作業環境、排出規制の向上　同一物性で酸化亜鉛量を減らすことも可能

促進剤２２（国際記号ETU）の代替品
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お問合せ
㈱加藤事務所　

　年商：10億円　ゴム材料、ゴム機械販売商社（中古･新品ゴム
機械と台湾製ゴム機械）＆　ゴム分野コンサルタント業務

　2010年　　インド　Chennai市にゴム材料　　　　　　　
　　　　　販売会社を合弁で設立、2011年インド　　　
　　　でコンパウンド販売開始

　　　　　　　　ラバーステーションで「社長のブログ」　　　
　　　　　　　をスタート　

　専門；ゴム材料、ゴム機械、ゴムリサイクル、ゴム材料の法規制、ITでゴム業界をもっ
と便利に！

　〒103-0026　東京都中央区日本橋兜町11-7　
　電話03-5645-8670　　　FAX03-5645-8671
　メール：shinichi.kato@rubberstation.com 担当：　加藤、岩崎、澤木、木崎

　　ホームページ：www.rubberstation.com
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